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■ 市民税・県民税の申告は３月15日(水)まで

■ 行政情報　市の動き／美しく魅力あるまちの空間づくり

■ 水道料金改定のお知らせ

■ 受章おめでとうございます／統計大会で11人が表彰・感

　 謝状／絵画コンクール「10年後の桜川市」で９人が入賞

■ 桜川市職員の給与などについて公表いたします

■ 新春恒例　消防団出初式／636人の新成人が誕生
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平
成
19
年
1
月
1
日
現
在
、
桜

川
市
に
住
ん
で
い
て
、
平
成
18
年

1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
つ
ぎ
の
所

得
な
ど
が
あ
っ
た
方

①
事
業
所
得(

農
業
・
営
業
な
ど)

・

不
動
産
所
得
・
配
当
所
得
・
雑
所

得
・
一
時
所
得
の
あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
所

得
が
あ
っ
た
方

③
給
与
所
得
の
み
で
平
成
18
年
中

に
退
職
ま
た
は
年
末
調
整
を
し
て

・ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務

署
へ
提
出
し
た
方

・ 

給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら

「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
市
に

提
出
さ
れ
て
い
る
方

・ 

公
的
年
金
所
得
の
み
で
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

で
「
公
的
年
金
支
払
報
告
書
」

が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方

・ 

申
告
さ
れ
る
方
／
印
鑑
（
認
印

で
結
構
で
す
。)

・ 

事
業(

農
業
・
商
業
・
工
業
な
ど)

不
動
産(

地
代
・
家
賃
な
ど)

譲

渡(

土
地
な
ど)

所
得
の
あ
る
方

／
収
支
内
訳
書
・
売
買
契
約
書

・ 

給
与
所
得
の
あ
る
方
／
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）

・ 

年
金
所
得
（
雑
所
得
等
）
の
あ

る
方
／
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

ま
た
は
支
払
明
細
書

・ 

諸
控
除
を
受
け
る
方
／
国
民
健

康
保
険
税
・
国
民
年
金
・
生
命

保
険
・
介
護
保
険
・
損
害
保
険

な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
／

病
院
等
の
領
収
書(

レ
シ
ー
ト

可)

・
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書

・ 
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
方
／

登
記
簿
謄
本
・
住
民
票
・
売
買

契
約
書
の
写
し(

ま
た
は
請
負

契
約
書
の
写
し)

・
年
末
残
高

等
証
明
書
・
預
金
通
帳
（
本
人

名
義
）・
建
築
確
認
通
知
書
等

写
し(

増
改
築
の
場
合)

※
必
要
種
類
な
ど
に
不
備
が
あ
る

場
合
、
申
告
相
談
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
分
（
平
成
19
年
2
月

〜
3
月
の
申
告
分
）の
申
告
か
ら
、

す
べ
て
の
農
家
の
方
が
農
業
所
得

を
申
告
す
る
場
合
、
収
支
計
算
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
計
算
と
は
、
農
業
収
入

金
額
か
ら
農
産
物
の
生
産
に
要

し
た
経
費
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ

り
、
農
業
所
得
を
算
出
す
る
方
法

で
す
。
収
支
計
算
を
す
る
に
は
、

出
荷
伝
票
や
販
売
明
細
書
な
ど
の

収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類
と
領
収

書
な
ど
の
支
払
い
金
額
の
わ
か
る

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
も
と
に
、「
収
支
内
訳
書
」
へ

転
記
し
て
農
業
所
得
を
算
出
し
ま

す
。
な
お
、「
収
支
内
訳
書
」
は
、

前
年
の
申
告
実
績
に
基
づ
き
生
産

組
合
長
を
通
じ
て
配
付
い
た
し
ま

す
。

平
成
19
年
度　

市
民
税
・
県
民
税
の

申
告
を
忘
れ
ず
に
！

２
月
16
日
（
金
）
〜 

３
月
15
日
（
木
）ま
で

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
１
か
月
の
間
、
大
和
・
岩
瀬
・
真
壁
の

庁
舎
で
昨
年
同
様
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、３
月
11
日
（
日
曜
日
）
は
、

休
日
で
す
が
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
は
発
送
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
必
要
な
方
は
大
和
庁
舎
市
民
税
第
一
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、

地
区
ご
と
に
相
談
日
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

申
告
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
、
医
療
福
祉
、

県
営
・
市
営
住
宅
の
入
居
、
児
童
手
当
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園

な
ど
の
申
請
に
必
要
な
各
種
所
得
に
関
す
る
証
明
書
が
発
行
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税(

確
定
申
告)

お
よ
び
消
費
税(

個
人
事
業
者)

の
申
告
書

が
届
い
て
い
る
方
の
申
告
相
談
は
、
下
館
駅
北
口
『
ス
ピ
カ
』
６
階

で
行
っ
て
い
ま
す
。

い
な
い
方

④
公
的
年
金
所
得
の
み
で
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
、
社

会
保
険
庁
な
ど
に
申
告
し
た
以

外
の
諸
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
、
ま
た
は
公
的
年
金
以
外
に
所

得
が
あ
っ
た
方

⑤
土
地
・
家
屋
等
の
資
産
譲
渡
の

あ
っ
た
方

⑥
前
記
の
①
か
ら
⑤
以
外
の
方

で
、
非
課
税
証
明
書
ま
た
は
所
得

証
明
書
が
平
成
19
年
度
に
必
要
な

方

申
告
の
必
要
な
人

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

農
業
所
得
の
計
算
が
す
べ

て
収
支
計
算
と
な
り
ま
す

市民税･県民税の申告は

問合先／税務課市民税第一係（　0296－58－5111・内線1121、1122）

※申告会場は、大変混み合いますので次のことに留意してください。

　・ 事業、農業、不動産所得等を申告される方は、必ず「収支内訳書」を事前に作成してご持参ください。

　・ 医療費控除を受ける方は、①診療を受けた人②医療費の支払い先ごとに領収書を整理し、計算を済ませ内訳書を作成してお

いてください。

　・「地区指定なし」の日は、どの会場でも申告相談を受付けできます。

　

個
人
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
は
、
１
年
間

に
４
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

第
１
期
の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一
括
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
と
、
第
２
期
分
以
降
に
対
し

て
、
前
納
報
奨
金
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
一
括
納
付
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
納
税
者
の
方
が
、
１
期
に
全
納
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
期
別
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

お
得
な
前
納
報
奨
金
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■前納報奨金の計算方法■
固定資産税 (例)

第２期税額１万円× 0.5％（交付率）×２か月（前納月数）＝ 100 円

第３期税額１万円× 0.5％（交付率）× 6か月（前納月数）＝ 300 円

第４期税額１万円× 0.5％（交付率）× 9か月（前納月数）＝ 450 円

計 850 円

市県民税 (例)

第２期税額１万円× 0.5％（交付率）×１か月（前納月数）＝ 50円

第３期税額１万円× 0.5％（交付率）×３か月（前納月数）＝ 150 円

第４期税額１万円× 0.5％（交付率）×６か月（前納月数）＝ 300 円

計 500 円

・
交
付
限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

・ 

算
出
額
の
10
円
未
満
お
よ
び
当
該
納
税
者
の

未
納
徴
収
金
が
あ
る
場
合
は
交
付
い
た
し

ま
せ
ん
。

平成19年度　市民税・県民税申告相談日程表
申告相談時間　9時～ 16時 (12 時～ 13時は除きます。)

　　　　　　　※午前中の受付でも受付時間によっては、午後に回っていただく場合があります。

申告相談受付日 岩瀬庁舎裏２階大会議室 真壁庁舎１階会議室 大和庁舎公民館大会議室

２　
　

月

１６（金） 東区 1・2・3、御領、明日香 下小幡、桜井 本木

１９（月） 西区、元岩瀬 長岡、原方 大曽根

２０（火） 桜川、富士見台、大岡、常磐町 上小幡、白井 東飯田、西方

２１（水） 犬田、長方南、長方北、中泉 羽鳥、北椎尾 阿部田

２２（木） 上の原、下泉、堤上、本郷
東山田、南椎尾（南・椎尾山・
県営アパート・柴尾団地）

羽田

２３（金） 西飯岡、飯渕、大泉 南椎尾（福田・遠西）、酒寄 宮、木崎

２６（月） 鍬田、久原、富岡 上谷貝、細芝、大塚新田 前原、金敷

２７（火） 西小塙 1・2・3 東矢貝、下谷貝 中丸木、福泉

２８（水） 加茂部 1・2、高幡、今泉、木植 伊佐々、田（鍋屋）、塙世 高久、中根、鷲宿

３　
　

月

１（木） 猿田、曽根、松田、東友部、駅前 山尾、亀熊 青木、高森

２（金）
西友部、上城、稲荷橋、谷中、
水戸

上宿、下宿、川原町、高上町、大和町、
仲町、新宿、田（山口）古城、田 ( 金井 )

地区指定なし

５（月） 青柳、磯部、稲 飯塚、源法寺、須津賀

６（火） 富谷、中里

地区指定なし
７（水） 入野本田・新田、門毛東・西

８（木） 南飯田、間中

９（金） 平沢、坂本、池亀、山口

１１（日） 休日ですが申告を受付けます ( 地区指定なし )

１２（月） 福崎、亀岡、大月、小塩

地区指定なし 地区指定なし
１３（火）

地区指定なし１４（水）

１５（木）
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平
成
18
年
第
3
回
市
議
会
定
例

会
で
任
命
同
意
を
得
た
鈴
木
勝
氏

が
市
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

■
主
な
経
歴
／
岩
瀬
町
健
康
管
理

課
長
／
同
保
健
福
祉
課
長
／
同
都

市
計
画
課
長
／
同
企
画
財
政
課
長

／
同
総
務
課
長
／
岩
瀬
町
教
育
委

員
会
委
員
／
同
教
育
委
員
会
委
員

長

行政

情報
市の動き

教育委員

鈴
すず

木
き

　勝
まさる

　氏
（木植地区）

　

昨
年
、
桜
川
市
で
は
よ
り
良
い

景
観
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
先
進
地
で
あ
る
滋
賀
県
近
江

八
幡
市
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
近
江
八
幡
市
か
ら
も

桜
川
市
を
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
交

流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

同
市
は
、
滋
賀
県
の
中
央
に

位
置
し
、
近
江
商
人
発
祥
の
地
と

し
て
知
ら
れ
る
、
人
口
約
７
万
人

の
自
治
体
で
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い

る
町
並
み
や
重
要
文
化
的
景
観
に

選
定
さ
れ
て
い
る
水
郷
風
景
が
あ

り
、こ
れ
ら
の
保
存
や
再
生
な
ど
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に

先
駆
け
て
景
観
法
に
よ
る
景
観
計

画
を
策
定
す
る
な
ど
、
市
の
重
要

施
策
と
し
て
風
景
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
自
治
体
間
の
交
流
を
積
極
的

に
行
な
い
、
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
紙
で
定
期
的
に
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ

う
に
、
現
在
、
桜
川
市
で
は
真
壁
地
区
景
観
づ
く
り
委
員
会
を
組

織
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
景
観
づ
く
り
の
計
画
や
景

観
条
例
を
つ
く
る
た
め
の
案
な
ど
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
委
員
会
の
現
況
報
告
と
先
進
地
（
滋し

賀が

県け
ん

近お

う

み江
八は

ち

幡ま
ん

市し

）
と
の
交
流
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

真
壁
地
区
景
観
づ
く
り

委
員
会
報
告

　

現
在
、
真
壁
地
区
景
観
づ
く
り

委
員
会
で
は
、
景
観
形
成
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
筑
波
大
学
の
野の

中な
か

助

教
授
を
お
迎
え
し
、
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
た
景
観
づ
く
り
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発

表
。
野
中
助
教
授
か
ら
、
ル
ー
ル

の
考
え
方
に
つ
い
て
ご
指
導
と
先

進
地
の
事
例
な
ど
を
交
え
て
質
疑

応
答
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
も
、
野
中
助
教

授
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
、

景
観
づ
く
り
に
つ
い
て
新
た
な
発

見
を
し
た
よ
う
で
す
。
市
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設

け
、
専
門
家
の
ご
意
見
を
う
か
が

い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

滋し

賀が

県け
ん

近お

う

み江
八は

ち

幡ま
ん

市し

と
交
流

▼

各
班
で
真
壁
ら
し
さ
を
意
識
し
た
景
観

づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

▼

ま
と
ま
っ
た
景
観
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を

各
班
で
発
表
し
合
う
こ
と
で
、
結
果
の

共
有
化
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

▼

筑
波
大
学
の
野
中
助
教
授
は
、
各
班
が

ま
と
め
た
ル
ー
ル
の
完
成
度
の
高
さ
に

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼

悪
天
候
の
中
、
近
江
八
幡
市
の
職
員
の

方
は
真
壁
の
ま
ち
な
み
な
ど
熱
心
に
本

市
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

▼

美
し
く
魅
力
あ
る

　
　

ま
ち
の
空
間
づ
く
り

市
教
育
委
員
に

　
　

鈴す
ず

木き
　

勝
ま
さ
る　

氏
が
再
任

各
班
に
分
か
れ
て
景
観
づ
く
り
ル
ー
ル

の
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。



5 さくらがわ　2007.2.1

計算例【口径が 13mm ･ 20mm：2か月間で 50m3 使用した場合】
　１ヶ月の使用水量は 50m3 ÷ 2か月＝ 25m3　
　　基本料金（10m3）　　　　　　　　　　　 ＝　2,310 円
　　従量料金（11～ 20m3）　273 円× 10m3　＝　2,730 円
　　　　　　　（21 ～ 25m3）　283 円×　5m3　＝　1,415 円
　　小　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　6,455 円
　　※水道料金は、6,455 円× 2か月　　　　 ＝ 12,910 円　となります。

　岩瀬・真壁水道事業は、用途別料金体系を採用

していましたが、同量の水を使用した時に料金に

差が生じず、口径が大きくなるほど便利になるた

め、口径により料金に差のある口径別料金体系を

採用しました。（13mmと 20mmは同一料金）

■口径別料金制に統一しました。

給水申込加入金は、新旧利用者の負担の公平を図

り、水道財政の基盤強化のため、従来どおり徴収

いたします。

■メーター使用料は徴収いたしません。

■給水申込加入金を統一しました。

使用水量 13・20mm 25mm 30mm 40mm 50mm 75mm

20m3 4,620 7,020 8,720 12,300 20,280 38,600

30m3 7,350 9,750 11,450 15,030 23,010 41,330

40m3 10,080 12,480 14,180 17,760 25,740 44,060

50m3 12,910 15,310 17,010 20,590 28,570 46,890

60m3 15,740 18,140 19,840 23,420 31,400 49,720

70m3 18,890 21,290 22,990 26,570 34,550 52,870

80m3 22,040 24,440 26,140 29,720 37,700 56,020

90m3 25,190 27,590 29,290 32,870 40,850 59,170

100m3 28,340 30,740 32,440 36,020 44,000 62,320

150m3 45,140 47,540 49,240 52,820 60,800 79,120

給水管
の口径

加入金（円）
基本料金 従量料金（1m3 につき）

水　量 月額料金 (円 ) 11m3 ～ 21m3 ～ 31m3 ～ 51m3 ～

13mm 126,000

10m3

2,310

273 283 315 336

20mm 157,500

25mm 231,000 3,510

30mm 367,500 4,360

40mm 630,000 6,150

50mm 1,207,500 10,140

75mm 2,100,000 19,300

100mm 管理者が別
に定める額

32,300

150mm 72,910

料金表

料金早見表（２か月分の料金・消費税を含む） （単位：円）

水道料金改定のお知らせ水道料金改定のお知らせ水道料金改定のお知らせ水道料金改定のお知らせ
平成19年４月１日以降、使用する水道料金が改定になります。

　水道利用者である市民の皆さまに、将来にわたって安全で安定的な水道サービスを提供するた

め、本年4月より水道料金を次のように改定することになりました。

　今後とも、市民の皆様に安全でおいしい水の安定供給を図るため、なお一層の努力をしてまい

りますので、ご理解とご協力をお願い申しあげます。

問合先　岩瀬水道事務所　　0296－75－3111　真壁水道事務所　　0296－55－3112
　　　　大和水道事務所　　0296－58－5111

（円） （円） （円） （円）

上記料金早見表内 赤枠 参照
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やる気・勇気・元気のでる講演会を開催

中な
か

嶋じ
ま

博ひ
ろ

行ゆ
き

先
生
の
講
演
に
、
参
加
さ
れ
た
約
１
５
０
人

の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

真壁ライオンズクラブが第1回教育講演会を開催

News＆ Topics

第
36
回
茨
城
県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
で
県
知
事
か

ら
「
卓
越
し
た
技
能
者
」
表
彰
を
受
け
た
、
廣
瀬
一
さ

ん
（
写
真
右
）
と
宮
山
庫
次
さ
ん
（
写
真
左
）

廣
ひろ

瀬
せ

一
はじめ

さんと宮
みや

山
やま

庫
くら

次
じ

さんが「卓越した技能者」表彰

来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
は
、
藤
田
さ
ん
の
作
品
の
そ
の

独
特
な
書
体
と
作
品
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
に
感
嘆
の
声

を
も
ら
し
ま
し
た
。

書塾家　藤
ふじ

田
た

幸
さち

子
こ

さんが書作展を開催

茨
城
県
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
の
成

績
を
収
め
、
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
の

出
場
を
決
め
た 

橋
悠
伽
さ
ん

たか

橋
はし

悠
はる か

伽さんが全日本少年少女空手道選手権大会出場

関
東
高
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
３
位
の
成
績
を
収

め
、
全
国
高
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
大
会
出
場
を
決
め
た
岩

瀬
日
大
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん

岩瀬日大高校ソフトテニス部が全国高校選抜インドア大会出場

　書塾家で桜川市文化協会理事の藤田幸子さん（真

壁町桜井地区／雅
が

号
ごう

：藤
ふじ

田
た

清
せい えん

）の書作展が、真壁

中央公民館で開かれ、開催期間中約 250 人の方が

訪れました。

　今回の書作展のために用意された作品は 30 点。

40 畳ほどのスペースに展示された作品を時間をか

けて楽しむ人もいて、藤田さんは、こうした来場者

一人ひとりに温かく声をかけていました。「来場さ

れた方は、楷
かい

書
しょ

とか行
ぎょう

草
そう

書
しょ

をイメージされて訪れた

方がほとんどで、淡い色調の青
せい

墨
ぼく

や象
しょうけいもじ

形文字、木
もっ

簡
かん

風
ふう

書体などの様々な表現があることにびっくりされ

ていたようでした。」と藤田さん。

　羽
は

黒
ぐろ

小学校 4年の 橋悠伽さんが、水戸市で開
催された「第6回茨城県少年少女空手道選手権大会」

で準優勝の成績を収め、本年 3月に東京都で開催

される「第 6回全日本少年少女空手道選手権大会」

組手の部の出場権を獲得しました。

　5歳の時、両親の勧めで空手をはじめた 橋さ
んは、一昨年の同大会で敢闘賞・昨年第 3位とい

う実績の持ち主で、所属する永
えい

剛
ごう

会
かい

本部道場で週 3

回練習を重ねています。「全国から、いろいろな選

手が出場すると思うので、試合を楽しみたいです。

目標は、1回戦突破です。」と、 橋さんは力強く述
べていました。大会での活躍が期待されます。

　岩瀬日大高等学校男子ソフトテニス部が、山梨県

で開催された「関東高校選抜ソフトテニスインドア

大会」男子団体で第 3位の成績を収め、本年 3月

に名古屋市で開催される「全国高校選抜ソフトテニ

スインドア大会」の出場権を獲得しました。

　同校は、県予選を初戦から危なげなくストレー

ト勝ちで優勝を決め、本大会の出場となりました。

本大会では、1回戦で拓
たく

殖
しょく

大学第一高校（東京都）

を３－０、準々決勝で匝
そう

瑳
さ

高校（千葉県）に２－０

で勝利。準決勝では、武
む さ し

蔵越
お ご せ

生高校（埼玉県）に１

－２で惜敗し決勝進出を逃しましたが、見事に第 3

位に入り、全国高校選抜ソフトテニスインドア大会

の出場権を獲得しました。大会での同校の活躍が期

待されます。

　真壁福祉センターで、真壁商工会・経営研究同

友会が、長野県小
お

布
ぶ

施
せ

町
まち

からセーラ・マリ・カミン

グスさんを講師に迎えて、まちづくりと企業経営を

テーマに、「やる気・勇気・元気のでる講演会」を

開催しました。

　セーラさんは、アメリカ生まれで長野オリンピッ

クに憧れ、長野の企業に就職。翌年、酒造会社に入

社し経営情報室を立ち上げ、酒造場の再構築に取り

組みました。参集した約 200 人の皆さんは、日本

文化の素晴らしさを外国人の視点からとらえ ､古い

造り酒屋の経営革新に取り組み小布施町の町興しや

古い酒蔵を再建した、セーラさんの話に耳を傾けて

いました。

　真壁ライオンズクラブ・ライオネスクラブでは、

弁護士・作家である中
なか

嶋
じま

博
ひろ

行
ゆき

先生を講師に迎え、真

壁福祉センターで「未来に羽ばたく子を育てる為に

子どもが変わる家庭の教育力」と題して教育講演会

を開催しました。

　これは、同ライオンズクラブが教育関係諸団体の

後援を受けて、青少年健全育成の一環として行った

もので、当日は多数の市民のみなさんや学校関係者

が参集しました。同氏は、少年の犯罪にかかわる豊

富な経験の中から、いじめについての解決策や親と

して子供のために頑張ることの大切さを分かりやす

く講演しました。

　県庁で開催された「第 36回茨城県職業能力開発

促進大会」で、廣瀬一さん（東飯田地区）と宮山庫

次さん（真壁町椎尾地区）が「卓越した技能者」と

して県知事から表彰を受けました。

　この大会は、働く人々の職業能力開発を促進する

ため、優れた技能者等を表彰し、その社会的評価を

高めることにより技能尊重気運の高揚を目的として

開催されもので、廣瀬さんは、梵
ぼん

鐘
しょう

などの製造に従

事し、梵鐘の鋳
い

肌
はだ

の美しさや音の安定化に関する技

能に卓越されています。また、宮山さんは石燈籠な

どの製造に従事、五
ご

輪
りん

塔
とう

の蓮
れん

華
げ

など蓮の花の彫刻制

作技能に卓越されています。

古
い
造
り
酒
屋
の
経
営
革
新
に
取
り
組
ん
だ
体
験
談
を

交
え
た
講
話
を
す
る
、
セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス

さ
ん



く
ら
し
の
情
報

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

２
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　
　

  

４
期

国
民
健
康
保
険
税　

  

８
期

介
護
保
険
料　
　
　

  

６
期

納
期
限:

２
月
28
日
（
水
）

・ 

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年

2
回
）

・ 

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
（
年
1

回
）

※
各
県
政
モ
ニ
タ
ー
へ
は
、
県
民

グ
ラ
フ
誌
「
フ
ォ
ト
い
ば
ら
き
」

等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※
会
議
等
に
出
席
さ
れ
た
際
に

は
、
交
通
費
相
当
額
を
県
で
負
担

し
ま
す
が
、
意
見
の
提
出
や
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
協
力
に
対
す
る
謝

礼
は
有
り
ま
せ
ん
。

■
任
期
／
2
年
間
（
平
成
19
年
委

嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年
3
月
末
日

迄
）

■
募
集
人
員
／
50
人

 

応
募
資
格

・ 

県
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上

の
方

・ 

公
務
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
方

・ 

国
・
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

と
兼
務
に
な
ら
な
い
方

・ 

過
去
5
年
間
に
県
政
モ
ニ
タ
ー

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集秘

書
広
報
課

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
政
に

つ
い
て
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聴
き
し
、
地
域

と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

・ 

公
務
員
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
で
な
い
方

・ 

過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
経
験

が
な
い
方

■
募
集
人
員
／
5
人

■
任
期
／
委
嘱
の
日
（
平
成
19
年

6
月
予
定
）
〜
平
成
20
年
3
月
31

日
ま
で
の
1
年
間

■
活
動
内
容
／
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
や
要
望
の
提
出
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
（
年
2
回
程
度
）
へ
の
出
席

■
応
募
方
法
／
は
が
き
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
）
ま
た
は
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
／
3
月
30
日
（
金
）

■
問
合
先
・
応
募
先
／
秘
書
広

報
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
３

桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
・

０
２
９
６-

58-
５
１
１
１
内
線

１
２
６
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６

-

58-

５
０
８
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
標

語
募
集

企
画
課

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
国
民
各
界
・
各

層
に
お
い
て
様
々
な
取
り
組
み
は

お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
、
平
成
13
年

度
よ
り
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

（
6
月
23
日
〜
29
日
）
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
週
間
の
趣
旨
を
広
く
浸
透
さ

せ
る
た
め
の
標
語
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

■
募
集
内
容
／
男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
に
し
た
標
語

■
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
作
品
は
未
発

表
の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
期
限
／
2
月
23
日
（
金
）

ま
で
（
必
着
）

 
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
・
電
子
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
1
通
に
1
作
品
を
記
入

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
次

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

・ 

郵
送
の
場
合
／
〒
１
０
０-

８
９
１
４
千
代
田
区
永
田
町
１

-

６-

１
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
総
務
課「
標
語
募
集
係
」宛

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
／
03-

３
５
８

　

 

１-

９
５
６
６
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
総
務
課
「
標
語
募

集
係
」
宛

・ 

電
子
メ
ー
ル
の
場
合
／
男
女
共

同
参
画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
: 

//w
w
w
.g
en
d
er.g
o.jp
/

■
問
合
先
／
企
画
課
男
女
共
同
参

画
室
（

０
２
９
６-

58-

５
１

１
１
、
内
線
１
２
７
３
・
１
２
７

４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

茨
城
県
県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

の
ご
提
案
や
ご
意
見
を
組
織
的
・

継
続
的
に
お
聞
き
し
、
県
の
行
政

施
策
の
企
画
・
立
案
・
実
施
の
参

考
に
し
よ
う
と
、
平
成
19
年
度
の

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

 

活
動
の
内
容

・ 

県
政
に
つ
い
て
自
由
な
意
見
や

提
案
を
通
信
用
紙
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

募　

集
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・ 
排
水
区
域
拡
大
（
鍬
田
地
区

約
4.2
ｈ
ａ
）

 

公
聴
会
の
開
催

・ 

日
時
／
2
月
22
日
（
木
）
10
時

か
ら

・ 

場
所
／
岩
瀬
庁
舎
第
2
庁
舎
第

2
委
員
会
室
（
旧
岩
瀬
町
役

場
、
裏
庁
舎
2
階
）

※
意
見
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
公
聴
会
は
開
催
い
た
し
ま

せ
ん
。

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
５
４)

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

お
は
な
し
ぶ
ん
こ

生
涯
学
習
課

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
ま
す
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

親
子
で
き
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
2
月
10
日
（
土
）、
24

日
（
土
）
10
時
〜
10
時
30
分

■
会
場
／
真
壁
中
央
公
民
館
2
階

会
議
室

■
問
合
先
／
真
壁
中
央
公
民
館

（

０
２
９
６-

55-

０
１
５
９
）

を
経
験
し
て
い
な
い
方

■
選
考
／
応
募
用
紙
の
記
載
内
容

を
参
考
に
選
考
し
、
4
月
上
旬
ま

で
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
・
締
切
／
「
県
政
モ

ニ
タ
ー
応
募
用
紙
」
に
所
定
事
項

を
記
入
の
う
え
、
次
の
応
募
先
に

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
・

電
子
申
請
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
応
募
締
切
／
2
月
28
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効

■

応

募

先

／

〒

３

１

０-

８
５
５
５
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

-

６ 

茨
城
県
広
報
広
聴
課
県
政

モ
ニ
タ
ー
担
当 

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
２
９-

３
０
１-

２
１
６
８
／
Ｅ
メ
ー
ル:k

oh
o2
@

p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

■
問
合
先
／
茨
城
県
県
西
地
方

総
合
事
務
所
県
民
生
活
課
（

０
２
９
６-

24-

９
０
７
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員
会

委
員
募
集

茨
城
県
県
西
地
方
総
合
事
務
所

　

自
ら
の
地
域
を
見
直
し
、
自
ら

の
行
動
で
新
し
い
魅
力
を
つ
く
っ

て
い
く
「
明
日
に
地
域
づ
く
り
委

員
会
」
は
、
地
域
の
在
り
方
な
ど

を
み
ん
な
で
議
論
し
、
提
言
す
る

場
と
し
て
平
成
6
年
度
に
誕
生
し

ま
し
た
。

　

県
は
、
そ
の
提
言
を
施
策
推
進

の
参
考
と
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い

茨
城
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

■
活
動
内
容

・ 

年
7
回
程
度
委
員
会
を
開
催

し
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
2
か
年
で
提
言
を
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
実
践
活
動

を
行
い
ま
す
。

・ 

現
地
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

・ 

い
ば
ら
き
創
り
１
０
０
０
人
委

員
会
の
一
員
と
し
て
の
活
動
も

行
い
ま
す
。

■
任
期
／
2
年
（
平
成
19
年
委
嘱

の
日
〜
平
成
21
年
3
月
ま
で
）

■
費
用
の
負
担
／
委
員
会
出
席
の

た
め
の
交
通
費
等
は
県
で
負
担
い

た
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
概
ね
15
人
程
度

■
応
募
資
格
／
県
内
に
住
所
を
有

す
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
地
方
公
共
団

体
の
長
お
よ
び
議
員
、
常
勤
の
公

務
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
応
募
締
切
／
2
月
28
日
（
水
）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
茨
城
県

県
西
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活

課
（
〒
３
０
８-

８
５
１
０
筑
西

市
二
木
成
６
１
５
／

０
２
９
６

-

24-

９
０
７
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
９
６-

24-

２
３
５
７
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

は
じ
め
て
の
古
文
書
講
座

（
中
級
）
受
講
者
募
集

文
化
課

■
対
象
者
／
初
級
講
座
受
講
者
お

よ
び
初
心
者（
詳
細
は
電
話
に
て
）

■
日
時
／
2
月
24
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
10
時
〜
12
時
の
全
5
回

■
会
場
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
参
加
料
／
無
料（
字
書
は
別
途
）

■
申
込
方
法
／
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
電
話
で

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
歴
史
民
俗

資
料
館
（

０
２
９
６-

55-

０
５
５
６
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
2
月
19
日
（
月
）
9
時

〜
12
時
15
分
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
3

月
26
日
（
月
）
真
壁
庁
舎
1
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

下
館
・
結
城
都
市
計
画
下
水

道
の
変
更
案
の
作
成
に
係
る

意
見
公
述
申
出
、
公
聴
会
の

実
施

都
市
整
備
課

　

下
館
・
結
城
都
市
計
画
の
う
ち

下
水
道
の
変
更
の
た
め
、
次
の
と

お
り
変
更
案
の
閲
覧
、公
述
申
出
、

公
聴
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

変
更
案
の
閲
覧
と
意
見
公
述

■
日
時
／
2
月
6
日
（
火
）
〜
2

月
15
日
（
月
）
ま
で
の
8
時
30
分

〜
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
。）

■
計
画
案
の
閲
覧
お
よ
び
意
見
公

述
場
所
／
桜
川
市
建
設
部
都
市
整

備
課
（
桜
川
市
羽
田
１
０
２
３
番

地
大
和
庁
舎
内
）

■
変
更
案
の
概
要

・ 

岩
瀬
町
公
共
下
水
道
、
真
壁
町

公
共
下
水
道
、
大
和
村
公
共
下

水
道
の
統
合

お
知
ら
せ
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受章
　おめでとうございます

　先月号に引き続き、平成 18年秋の叙勲・高齢者叙勲を
受章された２人の方をご紹介いたします。

　

勝
田
さ
ん
は
、
昭
和
27
年

竹
島
小
学
校
助
教
諭
と
し
て

赴
任
。
後
、
茨
城
大
学
に
進

学
し
平
成
６
年
下
館
中
学
校

長
で
定
年
退
職
ま
で
学
校
教

育
の
他
教
育
行
政
・
茨
大
講

師
等
多
岐
に
亘
る
教
育
活
動

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
叙
勲
の
一
報
に

接
し
た
時
の
心
の
ユ
レ
は
今

で
も
憶
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

先
輩
・
後
輩
・
仲
間
に
助
け

ら
れ
な
が
ら
の
あ
た
り
ま
え

の
教
育
だ
っ
た
。
そ
れ
が
認

め
ら
れ
、
こ
ん
な
に
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い
。
関
係
者
各

位
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
述
べ

ま
し
た
。

元　

公
立
中
学
校
長

　

勝か
つ　

田た　
　

顯け
ん

さ
ん

　
　

（
72
歳
・
本
木
地
区
）

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

沼
口
さ
ん
は
、
昭
和
13
年

に
旧
久く

慈じ

郡ぐ
ん

小お

貫ぬ
き

青
年
学
校

教
諭
と
し
て
赴
任
。
昭
和
53

年
に
旧
大
和
村
立
大
和
中
学

校
長
で
定
年
退
職
さ
れ
る
ま

で
の
39
年
間
、
学
校
教
育
一

筋
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は
、

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
先
輩
・

同
僚
・
後
輩
と
家
族
の
支
え

の
お
陰
と
改
め
て
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
、
受
章
の
名

に
恥
じ
な
い
よ
う
地
域
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
受
章
の
喜
び
を
述

べ
ま
し
た
。

元　

公
立
中
学
校
長

　

沼ぬ
ま

口ぐ
ち　

綾あ
や

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

（
88
歳
・
真
壁
町
源
法
寺
地
区
）

平成 18年　秋の叙勲・高齢者叙勲

◆
瑞ず

い

宝ほ
う

双そ
う

光こ
う

章
し
ょ
う

　

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
第
48
回
茨
城
県
統
計

大
会
」
で
、
本
市
か
ら
長
年
に
わ

た
り
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ

統
計
思
想
の
普
及
と
向
上
に
努
め

ら
れ
た
次
の
方
々
が
、総
務
大
臣
・

県
知
事
な
ど
か
ら
表
彰
並
び
に
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）　

■
総
務
大
臣
表
彰

・
小お

倉ぐ
ら　

喜き

代よ

一い
ち

（
阿
部
田
地
区
）

・ 

山や
ま

中な
か　

聖き
よ

敏と
し

（
真
壁
町
東
山
田

地
区
）

・
谷や

島じ
ま　

ふ
さ
（
真
壁
町
田
地
区
）

■
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局

調
査
統
計
部
長
感
謝
状

・
小お

倉ぐ
ら　

喜き

代よ

一い
ち

（
阿
部
田
地
区
）

・
田た

谷や　

信の
ぶ

之ゆ
き

（
明
日
香
地
区
）

・ 

坂さ
か

野の　

と
し
子こ

（
真
壁
町
東
矢

貝
地
区
）

■
県
知
事
表
彰

・
寺て

ら

島し
ま　

勇
い
さ
む

（
真
壁
町
白
井
地
区
）

・
若

わ
か
ば
や
し林　

晃
あ
き
ら

（
真
壁
町
飯
塚
地
区
）

・ 

宇う

田だ　

弘ひ
ろ

巳み

（
真
壁
町
長
岡
地

区
）

■
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

・
古こ

室む
ろ　

恒つ
ね

男お

（
間
中
地
区
）

・
藤ふ

じ

田た　

郁
か
お
る（

真
壁
町
上
谷
貝
地
区
）

■
全
国
統
計
協
会
連
合
会
会
長
表

彰・
中な

か

原は
ら　

政ま
さ

雄お

（
本
木
地
区
）

　

「
10
年
後
の
桜
川
市
」
を
題
材

に
絵
画
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
の
小
・
中
学
生
か
ら
91
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

次
の
方
々
が
入
賞
作
品
に
選
ば
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

作
品
は
、本
年
３
月
発
刊
の「
桜

川
市
第
１
次
総
合
計
画
」
の
挿
絵

と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞
／
柴し

ば

山や
ま　

泰た
い

河か

（
紫し

尾お

小
４
年
・
写
真
下
）

■
優
秀
賞
／
柏か

し
わ
ぎ木　

勇ゆ
う

樹き

（
樺か

ば

穂ほ

小
１
年
）、
成な

り

田た　

桃も
も

子こ

（
雨あ

ま

引び
き

小
２
年
）、
鈴す

ず

木き

洋ひ
ろ

輝き

（
真
壁

小
３
年
）、
大お

お

和わ

田だ　

な
つ
み

（
南

み
な
み

飯い
い

田だ

小
５
年
）、
延の

ぶ

島し
ま　

雅ま
さ

美み

（
樺か

ば

穂ほ

小
６
年
）、
杉す

ぎ

田た　

仁ひ
と

美み

（
桃も

も

山や
ま

中
１
年
）、
五い

が

ら

し

十
嵐　

奈な

緒お

（
桃も

も

山や
ま

中
２
年
）、
渡わ

た

辺な
べ　

明あ
き

恵え

（
桜

さ
く
ら

川が
わ

中
３
年
）

統計大会で 11 人が
表彰・感謝状

絵画コンクール「10年後の
桜川市」で 9 人が入賞

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
「
10
年
後
の
桜
川
市
」

で
最
優
秀
賞
の
柴し

ば

山や
ま

泰た
い

河か

さ
ん
（
紫
尾
小

４
年
）
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桜川市職員の給与などについて公表いたします
　桜川市には、平成 18年４月１日現在で 494 人の職員が勤務。市民の皆様の生活にかかわるさまざまな仕事

に携わっています。これらの市職員の給与などの状況をお知らせいたします。

　市職員の給与は、地方自治法・地方公務員法等に基づき、市の条例・規則により定めています。

　なお、市ホームページ (http://www.city.sakuragawa.lg.jp) にも公表を掲載しております。

区分 住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率Ｂ /Ａ

17 年度 （17年度末）人
49,622

千円　
16,776,236

千円　
607,191

千円　
4,098,379

％　
24.4

人件費の状況（普通会計決算）

・人件費には、特別職の給与、議員報酬、各種委員報酬等含みます。

区分
職員数

Ａ

給与費 一人当たり
給与費Ｂ /Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ

17年度 人　
443

千円　
1,827,880

千円　
174,737

千円　
755,865

千円　
2,758,482

千円　
6,226

職員給与費の状況（普通会計決算）

・職員手当には退職手当は含みません。
・野外趣味活動施設特別会計以外の特別会計と企業会計は含みません。

区分 平均年齢 平均給料月額 区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 46.1 歳 356,100 円 技能労務職 49.8 歳 267,800 円

職員の平均年齢、平均給料月額の状況（18年 4月1日現在）

・平均給料月額とは、18年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

区分 桜川市 備考

一般行政職

大学卒 170,200 円
国
と
同
じ

短大卒 151,000 円

高校卒 138,400 円

技能労務職 高校卒 135,600 円

職員の初任給の状況（18年 4月1日現在）
桜川市 県内市町村平均

指数 97.8 96.6

ラスパイレス指数の状況（18年 4月1日現在）

・ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

区分 月額 支給割合

給　

料

市　長 834,000 円

期　

末　

手　

当

６月期 1.60 月分助　役 644,000 円

収入役 605,000 円

報　

酬

議　長 334,000 円

12 月期 1.75 月分副議長 306,000 円

議　員 293,000 円

特別職の報酬等の状況（18年 4月1日現在）

区分
一般職員 特定幹部職員

備考
６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計

期末手当 1.40 1.60 3.00 1.20 1.40 2.60 （月分）
国と同じ勤勉手当 0.725 0.725 1.45 0.925 0.925 1.85

職員の手当の状況

・特定幹部職員とは、部長職の職員です。　・職務の級等により加算措置があります。

　（１）期末手当・勤勉手当

桜川市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.00 月分 28.0875 月分 勤続 20年 21.00 月分 27.30 月分

勤続 25年 33.75 月分 43.335 月分 勤続 25年 33.75 月分 42.12 月分

勤続 35年 47.50 月分 60.99 月分 勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 60.00 月分 60.99 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

　その他の加算措置
　　　　・定年前早期退職特例措置（２％～ 30％）
　1人当たり平均支給額　21,640 千円

　その他の加算措置
　　　　・定年前早期退職特例措置（２％～ 30％）

　（２）退職手当（18年４月１日現在）

・茨城県市町村総合事務組合（県内市町村で構成）の退職手当条例の規定に基づき、給料・勤務年数に応じて支給されます。
・１人当たりの平均支給額は、平成17年度に退職した職員に支給された平均額です。
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月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

３/４ (日)

平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

内科宮本医院 真壁町古城 229-1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

３/11 (日)

鏑木クリニック 加茂部 4-1 0296- 76- 3131

仁保内科医院 真壁町真壁 425 0296- 23- 8088

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

３/18 (日)

袖山医院本院 西桜川 1-43 0296- 75- 2019

塚田医院 真壁町飯塚 97-1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

３/21 (水)

上の原病院 上野原地新田 159-2 0296- 75- 3128

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

３/25 (日)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

阿部田医院 真壁町亀熊 123-1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ３月の休日応急診療医療機関

3月分 健 康 ガイド《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

● ３月の精神保健

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

３/15 (木) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

第1・2・3・4
火曜日

精神保健デイケア 9：30～ 11：30
仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

● ３月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

３/５ (月) ３か月児育児相談 H18.11 月生 13：00 ～ 13：10 母子健康手帳・問診票・バスタオル

３/13 (火) ３歳児健診 H15.12 月～ H16. １月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

３/16 (金) ２歳児歯科健診 H16.12 月～ H17. １月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

３/26 (月) １歳児健診 H18. ３月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

３/１  (木) ３か月児育児相談 H18.11 月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

３/７  (木) １歳児健診 H18. ２月～３月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

３/15  (木) １歳６か月児健診 H17. ６月～７月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ３月の予防接種
対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

３/５ (月) ＢＣＧ H18.11 月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体
温計

３/22 (木)

三種混合Ⅰ期初回－１回目 H18. ８月～９月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票三種混合Ⅰ期初回－３回目 H18. ６月～７月生

三種混合Ⅰ期　追加 H17. ２月～５月生

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

３/１  (木) ＢＣＧ H18.11 月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体
温計

３/23 (金)

三種混合Ⅰ期初回－１回目 H18. ８月～９月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票三種混合Ⅰ期初回－３回目 H18. ６月～７月生

三種混合Ⅰ期　追加 H17. ６月～７月生

● ３月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

３/23 (金) 離乳食教室
生後４か月～６か月児
の保護者

10：00 ～ 11：30

エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん１枚（要
予約）
会場：大和中央公民館

● ３月の献血

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

３/７  (水) 大和体力増進センター（10：00 ～ 15：30）

３/22 (木) 市役所 真壁庁舎（10：00 ～ 15：30）
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大和中央公民館図書室

書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

《一般図書》　

知りたがりやの猫　　　　　　　　　　林　真理子

ベルカ吠えないのか　　　　　　　　　古川日出男

人生、何が起こるかわからない　　　　ジャガー横田

蒲公英草紙　　　　　　　　　　　　　恩田　　陸

陰陽師鉄輪　　　　　　　　　　　　　夢枕　　獏

世界地図と不思議の発見　　　　　　　ロム・インターナショナル

十三人の戦鬼　　　　　　　　　　　　鳥羽　　亮

一日の終わりに思うあなたのこと　　　唯川　　恵

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

ねずみの騎士デスペローの物語　　　　ケイト・ディカミロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティモシー・バジル・エリング

よこづなになったクリの木　　　　　　稲本昭治　大社玲子

ゆうれいレンタル株式会社　　　　　　山田陽美　こぐれけんじろう

緑の森のコッポたち　　　　　　　　　松原由美子　広瀬弦

《一般図書》

白州次郎占領を背負った男　　　　　　北　　康利

Ｌｉｎｅ　　　　　　　　　　　　　　ｃｈａｃｏ

アンフェアな月　　　　　　　　　　　泰　建日子

子どものやる気を伸ばす　父親のひと言　樋口　裕一

わくらば日記　　　　　　　　　　　　朱川　湊人

悪たれの華　　　　　　　　　　　　　小嵐九八郎

月下の恋人　　　　　　　　　　　　　浅田　次郎

狼花（新宿鮫 IX）　　　　　　　　　　 大沢　在昌

お手本なしの人生（「１リットルの涙」亜也の詩）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　木藤亜也　木藤潮香

大奥（華の乱）　　　　　　　　　　　 浅野妙子　尾崎将也

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

岩瀬中央公民館図書室
貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

女たちのジハード　篠田節子

《児童図書》

ばあちゃんの笑顔をわすれない　　　　今西　及子

ゲド戦記　　　　　　　　　　　　　　アーシュラ・K　ル＝グウイン

おもちぶとん　　　　　　　　　　　　わたなべ　ゆういち

あめふりくまのこ　　　　　　　　　　鶴見　正夫

おまえうまそうだな　　　　　　　　　宮西　達也

わたしのあかちゃん　　　　　　　　　澤口たまみ

《一般図書》

回り灯籠　　　　　　　　　　　　　　吉村　　昭

天地人　（上）・（下）　　　　　　　　　大坂　雅志

となり町戦争　　　　　　　　　　　　三崎　亜記

天使の卵　　　　　　　　　　　　　　村上　由佳

赤い指　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 ふぞろいな秘密　石原真理子

あとに残された人へ 1000 の風

作者不明／訳者：南
は

風
え

　椎
しい



　

２
月
最
初
の
午う

ま

の
日
（
地
方
で
は
旧
暦

２
月
）
に
は
、
各
地
の
「
お
稲い

な

荷り

さ
ん
」

で
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

「
稲
荷
」
の
語
源
は
「
稲い

な

生な
り

」
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
古
く
は
農
村
に
お
け
る
田
の

神
で
、
初は

つ

午う
ま

は
春
先
に
豊
作
を
祈
る
行
事

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
都
市
で
も
災
い

を
除
き
福
を
招
く
神
と
し
て
、
稲
荷
信
仰

が
盛
ん
に
な
り
、
武
家
や
商
家
の
屋
敷
神

と
し
て
祭
ら
れ
ま
し
た
。

　

稲
荷
の
使
者
と
さ
れ
た
の
は
狐

き
つ
ね

。
稲
荷

を
信
仰
す
れ
ば
狐
が
現
れ
て
果
報
を
も
た

ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

「
稲
荷
ず
し
」
は
、
そ
の
狐
が
好
む
と

い
う
油
揚
げ
で
包
む
と
こ
ろ
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
も
の
。
甘
く
煮
た
油
揚
げ
を
二

つ
切
り
に
し
た
袋
に
す
し
飯
を
つ
め
、
煮

し
め
た
干か

ん

瓢ぴ
ょ
う

を
帯
の
よ
う
に
し
て
結
び
ま

す
。

　

握
り
ず
し
よ
り
も
安
価
な
稲
荷
ず
し

が
、
初
め
て
売
り
出
さ
れ
て
流
行
し
た

の
は
、
幕
末
の
嘉か

永え
い

年
間
（
１
８
４
８
〜

１
８
５
３
）
で
し
た
。

　

古
代
以
来
の
稲
荷
信
仰
と
比
べ
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
あ
る
い
も
の
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

桜
川
文
芸

稲い
な

荷り

ず

し

言
葉
の

履
歴
書

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

冬
の
海
に
人
影
見
え
ず
波
高
く
岩
に
砕
け
る

音
の
み
聞
こ
ゆ

中
原
す
み
子

幾
萬
の
水
づ
く
屍
の
鎮
魂
歌
襟
正
し
聞
く
わ

だ
つ
み
の
声

笠
倉
盛
一
郎

ラ
ジ
オ
よ
り
小
さ
く
流
る
る
〈
海
ゆ
か
ば
〉

玉
砕
の
報
聞
き
し
朝
に

塩
谷　

明
子

寒
き
夜
に
鮟
鱇
鍋
を
思
ひ
を
り
遠
き
海
鳴
り

響
り
く
る
ご
と
し

中
島　

龍
子

海
の
幸
並
ぶ
ス
ー
パ
ー
賑
わ
い
ぬ
夫
の
選
り

た
る
好
物
の
蟹

北
条　

正
子

海
ゆ
か
ば
み
ず
く
か
ば
ね
と
う
た
い
た
る
我

が
青
春
は
ゆ
め
の
ま
た
夢

皆
川　

米
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

こ
の
家
に
一
人
と
な
る
は
夫
か
わ
れ
か
庭
に

射
し
こ
む
落
陽
あ
か
る
し

岡
野　

禮
子

コ
ン
バ
イ
ン
が
切
り
て
吹
き
出
す
新
藁
が
つ

よ
き
西
陽
に
乾
き
て
包
ふ

小
林　

む
ら

盆
踊
り
今
年
き
り
か
も
夏
空
に
か
た
く
乾
け

る
浴
衣
と
り
こ
む

五
月
女
静
江

真
夜
中
に
夫
の
寝
息
を
聞
き
な
が
ら
今
日
の

仕
事
の
厳
し
さ
を
知
る

渡
辺
し
な
子

米
作
る
魅
力
は
な
し
と
愚
痴
り
つ
つ
尚
炎
天

の
野
良
に
出
て
ゆ
く

古
山　
　

孝

沢
水
の
径
に
溢
れ
て
重
な
り
し
そ
の
朽
葉
の

下
蟹
の
出
で
き
ぬ

小
林
美
瑳
子

紫
蘇
扱
き
て
染
ま
り
た
る
掌
を
気
に
し
つ
つ

応
対
し
お
り
小
さ
き
店
に

大
久
保
富
美
江

我
が
体
験
自
責
し
た
き
子
等
に
語
り
た
し
命

大
事
に
強
く
生
き
よ
と

恩
田
紀
三
子

千
鳥
ら
の
飛
翔
す
る
ご
と
木
枯
し
は
梢う

れ

の
わ

く
ら
ば
奪
い
て
散
ら
す

安
達
す
み
子

栗
の
葉
の
終つ

ひ

の
一
枚
木
枯
し
に
し
が
み
つ
く

が
に
ゆ
れ
に
揺
れ
居
り

石
川　

喜
代

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

新
た
な
る
山
河
の
鼓
動
初
景
色

鈴
木　

つ
ぎ

冬
の
海
礁
に
波
の
花
ひ
ら
き

皆
川　

和
子

年と
し

迫
り
喪
中
の
は
が
き
今
日
も
来
る

代
田　

と
し

ひ
さ
び
さ
の
輪
投
げ
遊
び
や
枯
尾
花

斉
藤
與
誌
江

新
年
と
硯
に
注
ぐ
力
墨

安
達　

幸
子

真
向
か
い
の
筑
波
嶺
す
が
し
冬
木
の
芽

田
中
は
つ
い

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

立
春
の
光
り
を
満
た
す
川
面
か
な野

村
ア
ヤ
子

拡
大
鏡
手
許
に
置
き
て
春
炬
燵

上
野　

吉
江

露
天
風
呂
寒
月
共
に
う
き
し
づ
み永

瀬　

ち
い

甲
冑
に
寒
の
日
ざ
し
の
あ
た
り
け
り

恩
田
紀
三
子

春
雨
や
色
と
り
ど
り
の
傘
の
華

中
村
か
つ
子

※平成 17 年 11 月号からはじまった「言葉の履歴書」は、16 回目の今月号をもちまして最終回となりました。ご愛読、誠にありがとうございました。
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※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

（　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

　2 月 4 日（日）～ 3月 3 日（土）の 1か月間、

「蔵の街・真壁のひなまつり」－和の風 第五章－

が開催されます。このまつりは、寒い中、真壁地

区を訪れた方をもてなそうと住民の皆様がはじめ

たおまつりで、今年で 5回目を迎えます。昨年は

8万人を超える人で賑わいを見せました。江戸時

代から現代までの様々なお雛様と歴史的建造物の

造形美をお楽しみください。

【蔵の街・真壁のひなまつり】

発行：桜川市 /月２回 (１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
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〒 309-1293 茨城県桜川市羽田1023 番地
ホームページ http://city.sakuragawa.lg.jp
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わが家の笑顔わが家の笑顔

お父さんからひとこと

　汰寿來の『寿』は三

代目。

　名前の様にすくすく

（寿來）元気に育って、

一緒にキャッチボール

をやろうね。

お母さんからひとこと

　おままごとが大好きな

陽菜。

　いつも美味しいご飯を

作ってくれます。笑顔が

似合う素敵な女の子に

なってね。

菊
きく

地
ち

 陽
ひ

菜
な

ちゃん

 平成 17年 2月 4日生

( 平沢地区 )

常
と き わ

盤 汰
た

寿
す

來
く

ちゃん

 平成 18年５月５日生

( 真壁町東山田地区 )

　

新
春
恒
例
の
桜
川
市
消
防
団
出

初
式
が
、
１
月
８
日
（
月
）、
大

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ

ス
）
で
、
市
消
防
団
・
消
防
署
な

ど
関
係
者
約
６
０
０
人
と
ポ
ン
プ

車
36
台
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
市
長
の
式
辞

の
後
、
永
年
勤
続
章
な
ど
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
桜
川
市
の
防
災
に
献

身
的
な
活
躍
を
さ
れ
て
き
た
消
防

団
員
を
た
た
え
ま
し
た
。終
了
後
、

勇
壮
な
分
列
行
進
と
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
出
初
式

　

１
月
７
日（
日
）、
大
和
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー（
シ
ト
ラ
ス
）
で
、
桜

川
市
成
人
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
、
自
ら
生
き
抜

こ
う
と
す
る
新
成
人
を
お
祝
い
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
成
人
式
対
象
者
は
、

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
６
３
６
人
（
男
３
３
２
人
・

女
３
０
４
人
）
が
成
人
を
迎
え
ま

し
た
。

６
３
６
人
の
新
成
人
が
誕
生

新
春
恒
例

地域防災の誓い新たに「桜川市消防団出初式」希望を胸に 20歳の門出「桜川市成人式典」


